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２．必要性の評価

三陸沿岸道路（宮古～八戸）に係る新規事業採択時評価
み や こ は ち の へ

東日本大震災からの早期復興の支援、孤立防止など津波に強い地域づくり、
広域的なリダンダンシーの確保、平常時も含めた救急搬送圏の拡大のための
速達性確保といった様々な課題に対応するため、本事業の実施が必要である。

（１）課題の整理

（２）事業の必要性

・経緯

・地域の要望等

Ｈ２３.５.１９：三陸沿岸都市会議及び岩手

県沿岸市町村復興期成同盟

会が「宮古市～洋野町」間を

含む三陸沿岸道路の早期開

通を国土交通省に要望

Ｈ２３.６.２９：岩手県知事より「宮古市～

洋野町」間を含む三陸沿岸

道路の早期開通を国土交通

省に要望

資料：陸上出入貨物調査（H15）
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資料：東北農政局  
岩手農政事務所  

「岩手県農林水産統計年報」

岩手県

H２３.７.１  ：三陸沿岸道路が通る  
概ねの範囲の公表と意見募集

H２３.８.５  ：三陸沿岸道路が通る概ねのル
ート及び出入口の位置の公表
と意見募集

H２３.８.３０：三陸沿岸道路ルート決定公表

○防災・災害時の救助活動等
【緊急物資の円滑な輸送の確保】
・東日本大震災では、津波（地域最大  
29.6m）により壊滅的な被害を受け、現道は  
瓦礫等により寸断（図２）
・近傍に災害時に機能する迂回路がなく、  
現道の寸断により宮古市・岩泉町等複数の  
地区で孤立

（宮古市田老町  国道45号）

図２  寸断された国道45号
【減災対策への取り組み】

・宮古市等において津波襲来時に避難路、  
避難施設が僅少

○住民生活
【救急医療施設への速達性向上】
・沿線の三次救急医療施設は久慈市、八戸市  
のみであり、  高次医療施設への速やかな搬送  
ルート確保が必要不可欠（図３）

【他交通機関への利便性向上】
・沿線地域から広域交通拠点である空港等へ  
の時間距離が大きく、連絡性向上が課題

○地域経済・地域社会等
【周辺市町村との連携強化（隘路の解消）】
・宮古市～久慈市間、久慈市～八戸市間は高  
速道路が不連続であり、現道区間は線形不良  
箇所などにより地域間の連携に支障をきたす

【産業拠点の分断防止】
・震災からの復旧・復興のため地場産業の復  
興及び雇用の創出が不可欠
・三陸沿岸地域は水産業が基幹産業であるた  
め、津波による甚大な被害からの復興が急務  
（図４）
・八戸港から１日に６００㌔㍑の石油類が三陸  
沿岸北部地域に輸送されるため、石油供給の  
大動脈を担うネットワークの強化が必要（図５）

図５  八戸港からの石油製品の
方面別輸送状況

図４  岩手県総漁獲量

図３  三次救急医療６０分カバー圏

図１  事業位置図

・区  間

岩手県宮古市松山

～青森県八戸市根城
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３．有効性の評価

①主要都市・拠点間の防災機能

●宮古市～久慈市、久慈市～八戸市の評価

■ネットワーク上のリンクとしての防災面の効果

図７  緊急支援物資受け入れに
久慈港へ入港する「白山」

■当該事業による効果
○防災・災害時の救助活動等
【緊急物資の円滑な輸送の確保】
・救援物資輸送の拠点となる三沢空港～久慈市  
間や久慈港～宮古市間の連絡時間を短縮。  
（図７、図８）

○住民生活
【救急医療施設への速達性の向上】
・三次救急医療施設の６０分圏域が拡大（図８）
・負傷者受け入れの拠点となる県立久慈病院、  
県立宮古病院、八戸市立市民病院への救急搬  
送の速達性が向上 （図８）
田野畑村～県立宮古病院：54分→30分（24分）
洋野町～県立久慈病院：40分→25分（15分）
洋野町～八戸市立市民病院：36分→23分（13分）

・避難所や防災拠点施設付近にICを設置し、緊  
急時の救助･救援活動を強化

宮古市山口周辺にICを設置し、宮古病院へ
のアクセスを強化

○地域経済・地域社会
【産業拠点との連絡性向上】
・  落合工業団地（普代村）、久慈地区拠点工  
業団地（久慈市）等との連絡時間を短縮し、  
新規の企業立地の促進が期待される
久慈港～宮古市：125分→66分（59分）

【周辺市町村との連携強化】
・高速道路が連続するとともに、宮古市～八戸市の規制速度は40km/h～60km/h  
から70km/h～80km/hと改善し、各地域の広域的な連携に貢献

図８  拠点間の連絡時間

【評価：◎】

【評価：◎】

【評価：◎】

【評価：◎】

②ネットワーク全体の防災機能

・災害時における、当該リンク周辺の市町村か  
ら、県庁所在地（盛岡市）や隣接市町村等まで  
の、通常時と災害時の到達時間の遅れの程度  
（弱点度）及び改善の程度

（３）事業の有効性

・当該事業の実施により、ネットワーク上のリンクの評価がＤランク→Ｂランクに改  
善し、防災機能が強化される。

・孤立箇所の削減など津波への適応性が改善するとともに、速達性の向上により  
救急搬送の改善や地域間の連携が促進され、三陸地方全体のリダンダンシーの  
向上につながるなど、優先度の高い事業と評価する。

図６  主要拠点間連携イメージ）

宮古市が
カバーされる

（目標）
現  況  →  整備後

評価

（Ｂ）  
Ｄ → Ｂ

◎

区間
弱点度

（整備前）
弱点度

（整備後）
改善度

宮古中央～田老
(宮古～岩泉)

当該リンクが津波により  
遮断され不通（∞）

通常時に比べ０．６倍の  
時間を所要

当該リンクの整備により不  
通が解消（∞）

田老～岩泉
(宮古～岩泉)

当該リンクが津波により  
遮断され不通（∞）

通常時に比べ０．６倍の  
時間を所要

当該リンクの整備により不  
通が解消（∞）

田野畑南  
～尾肝要

(田野畑～普代)
通常時と変わらない

通常時に比べ０．８倍の  
時間を所要

整備前後で所要時間が  
０．８倍に短縮

尾肝要～普代
（田野畑～普代）

当該リンクが災害によ  
り遮断され不通（∞）

通常時に比べ０．９倍の  
時間を所要

当該リンクの整備により不  
通が解消（∞）

普代～久慈
（普代～久慈）

当該リンクが津波により  
遮断され不通（∞）

通常時に比べ１．２倍の  
時間を所要

当該リンクの整備により不  
通が解消（∞）

侍浜～階上
（洋野～階上）

通常時に比べ１．６倍の
時間を所要

通常時に比べ１．４倍の  
時間を所要

整備前後で所要時間が  
０．９倍に短縮

【減災対策への取り組み】
・津波浸水時は、  避難路や避難場所として活用
・浸水域を通過する箇所には避難階段を設置

【評価：◎】

耐災害性 多重性

Ｄ なし なし

Ｃ なし あり

Ｂ -あり

Ａ ありあり

区間
概略延長  
（km）

構造規格
設計速度  
(km/h)

事業費  
（億円）

Ｂ／Ｃ

宮古中央～田老 21

1種3級 80

1,210 1.5

1.4
（宮古

～八戸）

田老～岩泉 6 470 1.2

田野畑南～尾肝要 6 360 1.0

尾肝要～普代 8 360 1.1

普代～久慈 25 1,140 1.2

侍浜～階上 23 880 0.9

４．事業化する区間の延長、構造規格等

三陸沿岸道路（宮古～八戸）に係る新規事業採択時評価
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【平面図】

お ろ くお ろ くか ま い し た ろ う き たか ま い し みやこちゅうおう
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